
野々市繁昌
はんじょう

記 
 

 江戸時代に野々市村と呼ばれた現在の本町地区は、当時、

北国
ほっこく

街道
かいどう

沿いの宿場
しゅくば

として栄え、現在もその町並みの面影
おもかげ

をのこ

しています。 

明治時代に入って以降も、かつての宿場の名残
な ご り

として、野々市

ではさまざまな商店が建ち並んでいたようです。商店では、現在の

チラシにあたる華
はな

やかな「引札
ひきふだ

」が刷られ、正月に配られました。

本展では引札とともに野々市のにぎわいの歴史を紹介します。 

 

 

                          

 

 

  

主催 野々市市教育委員会 

協力 学びの杜ののいちカレード 

種類醸造元 喜多次平の引札 


